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し
か
も
、
地
熱
発
電
所
は

使
用
熱
が
纏
や
草
津
な

ど
の
大
温
泉
地
の
温
泉
熱
母

と
同
等
か
、
さ
ら
に
数
倍
も

多
く
、
温
泉
湧
出
に
影
醤
を

及
ぼ
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
0温
泉
枯
渇
や
水
蒸
気
爆
発

な
ど
が
ニ
ユ
ー
ジ
ラ
ン
ド
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
熱
発
電
所

の
近
く
で
起
き
て
い
る
。
日

本
で
も
鴛
届
児
島
是

の
畷
地
帯
の
消
滅
黒
川

(
熊
本
県
)
や
会
津
西
山

(
福
島
愿
の
温
泉
の
減
衰

即
兜
減
少
し
、
湧
出
す
る
熱

者
の
経
験
と
努
力
に
ょ
り
現

留
屈
め
で

在
の
温
泉
利
用
は
地
下
の
熱

水
と
蒸
気
と
と
も
に
遍
度
も

還

低
下
し
て
い
る
。

水
循
環
金
筈
と
バ
ラ
ン

深
部
熱
水
貯
留
屈
の
熱
水

ス
が
と
れ
て
い
て
、
こ
れ
は

が
あ

ま
さ
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

温
度

は
数
千
年
か
ら
数
玲
万
年
か

ー
の
使
用
と
い
ぇ
る
。

て
溶

け
て
少
し
ず
つ
蓄
穂
さ
れ
て

と
な

い
る
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

と
こ
ろ
で
、
熱
水
貯
留
局

の
熱
水
は
地
表
ま
で
の
上
昇

】
と
は
太
賦
や
風
力
の
よ

下
の

過
程
で
一
部
が
蒸
気
と
な

う
に
屑
費
す
る
よ
り
速
い

さ
せ
を
容

り
、
そ
の
噴
出
力
(
磯
中

速
度
で
再
ぴ
補
給
さ
れ
る
よ

の
ヤ
カ
ン
の
蒸
気
を
想
像
し

か
ら

う
な
自
然
か
ら
槫
ら
れ
る
工

硫
酸

て
ほ
し
い
)
で
タ
ー
ビ
ン
を

ネ
ル
ギ
ー
」
と
説
明
さ
れ
て

駆
動
し
て
発
電
を
し
て
い

し
か

い
る
。

る
。
地
表
で
の
割
合
は
蒸
気

地
熱
発
電
の
発
電
臣
減
少

か
す

が
約
釦
灸
熱
水
が
男
。

や
熱
水
の
温
度
低
下
は
貯
留

し
た
変
質

地
熱
発
電
と
温
泉
と
の
共
生
に
つ
い
て

の
汚
こ
の
地
下
低
温
屈
へ
る
。
温
飲
ん
す
る
の
を
般
的
ら
の
下
環
所
と
と
資
可
能

日
本
の
主
要
な
温
泉
地
は

火
山
地
域
に
分
布
し
て
い

る
。
地
熱
発
電
所
は
大
の

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
聾
と
す

る
の
で
火
山
地
域
の
地
下
1

千
S
3
千
病
の
深
部
熱
水
貯

留
屈
の
2
0
0
襲
則
後
の
熱

水
を
生
産
井
で
大
岳
に
湧
出

さ
せ
て
発
電
し
て
い
る
。
温

泉
法
は
地
中
か
ら
湧
出
す
る

鋳
喪
上
の
温
水
を
温
泉
と

定
瑛
す
る
。
す
な
わ
ち
、
地

下
で
生
じ
た
温
水
は
地
下
に

あ
る
時
を
熱
水
、
地
表
に
出

た
ら
温
泉
と
名
称
を
区
分
し

て
い
る
。
従
っ
て
、
深
部
熱

水
は
温
泉
の
源
な
の
で
、
地

熱
発
越
所
と
主
器
泉
地
と

は
魯
票
に
あ
る
。

発
穏
の
蒸
気
は
多
く
が
大

気
中
に
放
出
さ
れ
、
失
わ
れ

る
。
熱
水
は
猛
毒
の
ヒ
素
を

璽
準
の
玲
S
5
千
倍
も

含
ん
で
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
は
河
川
へ
の
線
発
電
の

熱
水
排
水
で
子
供
ら
負
の

死
亡
事
故
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
・地
熱
発
電
の
熱
水
は
洞
川

排
水
や
浴
用
に
も
で
き
な
い

の
で
遥
兀
井
で
地
下
に
戻

(
鑾
兀
)
し
て
い
る
。
ま
た
、

噴
出
で
低
温
化
し
た
熱
水
の

地
下
遥
九
は
噴
出
に
ょ
る
貯

屈
の
熱
水
使
用
量
が
貯
留
層

へ
の
周
辺
地
屈
か
ら
の
水
曇

や
熱
昆
の
補
給
置
を
上
回

り
、
貯
留
層
の
蓄
積
熱
水

(
化
石
熱
資
源
と
も
い
、
乙

ま
で
使
用
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
貯
留
届
熱
水
の
減
少

(
枯
渇
化
)
と
推
定
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
大
岳
の
熱
水
を
必

饗
と
す
る
地
熱
発
電
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
と

は
い
え
な
い
。

日
本
人
は
温
泉
を
神
代
の

時
代
か
ら
今
日
ま
で
利
用
し

て
い
る
。
長
年
の
条
関
係

や
小
さ
な
地
霞
が
近
傍
の
地

熱
発
電
の
稼
働
開
始
と
時
期

を
同
じ
く
し
て
起
き
て
い

る
。
日
本
の
地
熱
発
諮
所
は
ー

9
6
6
年
に
岩
手
県
松
川
で

稼
働
し
て
か
ら
町
年
ま
で
に

北
海
道
か
ら
鹿
児
島
ま
で
全

国
Π
力
所
で
稼
働
し
て
い

る
。
地
熱
発
電
所
は
い
ず
れ
も

稼
働
開
始
後
発
電
能
力
が

経
年
的
に
低
下
し
て
い
る
。

発
智
量
は
俳
年
か
ら
2
0
1

2
年
の
藤
年
間
に
番
し
て


